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「読者のリスチャレ」
申込フォームはこちら 

【問い合わせ先】
 ⾃治労本部「⽉刊⾃治研」編集部
 E-mail :  gekkanj ichiken@jichiro.gr. jp

・「⽉刊⾃治研」の読者であること（単組でのご購読も可）

・市⺠⾃治の豊かな社会に結びつく研修であること

【応募要件】

最新のスキルを
⾝に着けたい

受けてみたい
研修がある

＼  受講料を助成します／

リスキリング・チャレンジ

参加者募集

「⽉刊⾃治研」新連載
読者の

仕事の幅を
ひろげてみたい

【申込⽅法】
・希望者は申込フォームからご応募ください

・「⽉刊⾃治研」編集委員会にて採⽤者を決定します

・採⽤者に受講費（上限  2 5 , 0 0 0  円）を助成します  

・受講後、「⽉刊⾃治研」にレポートをご提出ください

＼＼ 受受講講料料をを助助成成ししまますす／／
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参参加加者者募募集集参参参参参参参参加加加加加加加加者者者者者者者者募募募募募募募募集集集集集集集集

「「⽉⽉刊刊⾃⾃治治研研」」新新連連載載

「「⽉⽉刊刊⾃⾃治治研研」」のの読読者者ででああるるこことと（（単単組組ででののごご購購読読もも可可

市市⺠⺠⾃⾃治治のの豊豊かかなな社社会会にに結結びびつつくく研研修修ででああるるこことと

【応応募募要要件件】】

【【申申込込⽅⽅法法】】
希希望望者はは申申込込フォォーームムかららごご応応募くくだだささい

「「⽉刊刊⾃⾃治治研」」編編集集委員員会会にて採採⽤⽤者者を決決定定しますす

採採⽤⽤者にに受受講講費（上上限限 2 55 , 0 0 0 円））をを助助成ししまますす

受受講講後、、「「⽉刊刊⾃⾃治治研」」ににレポーートトをご提提出出くだささいい
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【問い合わせ先】
⾃治労本部「⽉刊⾃治研」編集部
E-mail : gekkanj ichiken@jichiro.gr. jpp
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「観光公害」を乗り越えるために

地域を支える人 東　宏美さん・京都市

次号予告・編集部から

グラビア
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より良い教育環境を提供するスクールケアチーム
〈瓶ドン〉　岩手県宮古市

用務にお任せ！

発掘！地域の
希望のタネ

全国に先駆ける
東京都のカスハラ条例の要点と課題

第７分科会

中山間地域の地域づくり
開催県本部特別分科会

世界遺産の町で学ぶ歴史と暮らし
本部特別分科会

地域から考えるカーボンニュートラル

吉田忠彦 著『ＮＰＯ支援組織の生成と発展』

山谷清秀

菅原敏夫

眞下　悠

焦点

座談会

書評
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しまね自治研
記録 64

分科会レポート❸

高木裕介

氷室佐由里

山崎由美子

特集

オーバーツーリズムの背景と問題の本質

多様な働き方ができる地域をめざすツール
「ゆざわマッチボックス」―新潟県湯沢町

西川　亮

笛田利広

小林吉文
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観光都市・京都から
オーバーツーリズム対策を考える

人口の250倍の観光客を受け入れる
自治体の取り組み―北海道美瑛町

山岳観光地「上高地」における
取り組み経過と今後の対応―松本市

楳田博之＋東　宏美＋
中川　純＋氷室佐由里

成瀬弘記
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